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環境影響評価書の作成経過 3

○ 第５回技術検討委員会（評価書（案）） ： 平成２７年７月９日

○ 評価書の国土交通大臣への送付 ： 平成２７年７月１７日

○ 評価書の環境大臣への送付 ： 平成２７年７月２３日

○ 環境大臣意見の送付 ： 平成２７年９月４日

○ 国土交通大臣意見の送付 ： 平成２７年９月１１日
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国土交通大臣意見の概要 5

１．航空機騒音について

・ 環境保全措置の実施に係る意見

・ 航空機騒音の調査に係る意見

・ 騒音防止工事等に係る意見

２．温室効果ガス等について

・ 環境保全措置の実施に係る意見



大臣意見と事業者の見解 （案） 6

大臣意見： １．航空機騒音について
（１）本事業の実施により航空機騒音に係る影響の拡大が懸念されるこ

とから、航空機騒音に係る環境基準の達成に向けて、下記の措置
を行うこと。

事業者の見解（案）
騒音軽減運航方式については、引き続き実施します 。

防音壁の設定に関する適切な範囲、高さ、材質のあり方については、地
域住民の意見を踏まえながら引き続き検討を行います。

地上電源装置(GPU)の使用促進については、電源設備等の増設や航空会社
に対する使用の働きかけを行います。

 低騒音型の航空機導入については、航空会社に対する働きかけに努めます。

環境保全措置については、引き続き検討します。

① 騒音軽減運航方式の実施、防音壁の設置に関する適切な範囲・高
さ・材質のあり方の検討、地上電源装置（GPU）の使用促進等の措
置を講ずるとともに、低騒音型の航空機導入について航空会社への
働きかけに努める等の総合的な措置を行うこと。また、措置につい
ては、引き続き検討すること。



大臣意見と事業者の見解 （案） 7

【第６章 6.3騒音】 GPUの使用促進等について追記

評価書の補正（案）

評価書（補正後）評価書（補正前）



大臣意見と事業者の見解 （案） 8

大臣意見： １．航空機騒音について
② 航空機騒音に係る調査について、調査地点を追加した上で、継
続的に実施し、定期的に公表を行うこと。また、進入方式の高度
化の導入に当たっては、当該高度化に基づいた航空機騒音の予
測・評価結果をもって、関係者との調整等を経た上で行うこと。

事業者の見解（案）

 環境監視調査は、通年測定局を2地点追加し、合計4地点で継続的に
実施します。その結果は、参考情報として提供する地点（福岡県に
よる通年測定局2地点と福岡市による短期測定4地点）の測定結果を
含めて、ホームページにおいて分かりやすく公表します。なお、得
られた情報を広く提供する観点から、福岡県及び福岡市のホームペ
ージからもアクセス可能となるようにします。

 進入方式の高度化の導入に当たっては、「当該高度化に基づいた航
空機騒音の予測･評価結果をもって調整等を行う。」こととします。



大臣意見と事業者の見解 （案） 9

大臣意見： １．航空機騒音について

（２）環境基準が達成されない地域において、申請に応じて、必要
と認められる場合には、移転補償、住宅防音工事等を適切に実施
することにより、環境基準が達成された場合と同等の屋内環境が
保持されるようにすること。

事業者の見解（案）

「公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関
する法律」により、移転補償や防音工事の補助を行っています。

今後も、航空機騒音に係る環境基準が達成された場合と同等の屋
内環境

※
の保持に努めます。

※「航空機騒音に係る環境基準について」に記載された改善目標は、
「Lden62dB以上の地域においては屋内でLden47dB以下とすること」となっている。



大臣意見と事業者の見解 （案） 10

【第６章 6.3騒音】 屋内環境の保持について追記

評価書の補正（案）

評価書（補正後）評価書（補正前）



大臣意見と事業者の見解 （案） 11

大臣意見： ２．温室効果ガス等について

本事業の実施により温室効果ガス等の排出量増加が懸念されるこ
とから、航空機から発生する温室効果ガス等の低減にも資するよう、
GPUの使用促進等を適切に実施すること。

事業者の見解（案）

地上電源装置(GPU)の使用促進については、電源設備等の増設や航
空会社に対する使用の働きかけを行います。



大臣意見と事業者の見解 （案） 12

【第13章 温室効果ガス等】 ＧＰＵの使用率向上についての取り組みについて追記

評価書の補正（案）

評価書（補正後）評価書（補正前）
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その他の主な修正箇所 14

予測の前提

光化学オキシダント及び浮遊粒子状物質（SPM）の生成の原因の一

つである揮発性有機化合物の排出または飛散を抑制するため、構造

物の塗装時において、低ＶＯＣ塗料を使用するなど、環境に配慮さ

れるべきと考えられます。

公共建築工事標準仕様書においては、揮発性有機化合物の放散に

よる健康への影響に配慮することとなっていることから、その内容

を評価書へ記載しました。



その他の主な修正箇所 15

予測の前提

場内での工事車両や機材からのオイル漏れ等があった場合は河川

に流出しないよう措置を講じるなど、環境に配慮されるべきと考え

られます。

使用する工事車両や機材に係る点検・整備を徹底し、オイル漏れ

等が生じることがないように十分配慮すること、万一の事故等によ

るオイル漏れ等が生じた場合には、速やかに回収・清掃をすること

で、周辺の公共用水域への影響を防止することから、そのことを評

価書に記載しました。



その他の主な修正箇所 16

【第６章 6.1予測の前提】 施工上の諸対策の内容を追記

評価書の修正内容

評価書（修正後）評価書（修正前）



その他の主な修正箇所 17

大気質

大気質に係る環境保全措置として、「大気質に著しい影響を与え

るような、特異な気象条件においては、施工時間等に対する配慮を

行う。」こととしています。

この対象として想定するケースとしては、大気汚染物質が拡散し

にくい特異な気象条件において、やむを得ず夜間から昼間まで継続

して大規模な工事を敷地境界近辺で実施する場合であり、その対応

としては、現地で確認されている気象状況を詳しく確認した上で、

施工時間の調整等を行うことを想定しています。

これらの対象ケース・対応内容を具体的に示すため、評価書に記

載の環境保全措置の記載を修正しました。



その他の主な修正箇所 18

【6.2.2.1建設機械の稼働に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質】 保全措置の記述の修正

評価書の修正内容

評価書（修正後）評価書（修正前）



その他の主な修正箇所 19

大気質
飛行場周辺を含む福岡圏域では光化学オキシダント及び微小粒子状

物質の環境基準が達成されておらず、また航空機からは光化学オキシ

ダント又は微小粒子状物質の原因となる窒素酸化物、揮発性有機化合

物が排出されていることを踏まえ、これらの排出抑制について、光化

学オキシダント及び微小粒子状物質を抑制する観点からの配慮が必要

と考えられます。

評価書では、大気質に係る環境保全措置を実施することにより、こ

れらの光化学オキシダント及び微小粒子状物質の低減も期待できるこ

とを記載しました。

なお、揮発性有機化合物の排出抑制に関しては、「予測の前提」

(P.14参照)に係る修正のとおり、建築工事で使用する材料の選定に当

たっての留意点を、評価書に記載しました。



その他の主な修正箇所 20

【第６章 6.2大気質】 光化学オキシダント及び微小粒子状物質の低減について追記

評価書の修正内容

評価書（修正後）評価書（修正前）



その他の主な修正箇所 21

動物（バードストライク) 

将来、滑走路が増設されること及び航空機の発着回数が増加する

ことにより、バードストライクの発生回数が増加することが想定さ

れます。

その対策としてバードパトロールを実施することとしており、滑

走路の増設範囲や航空機の発着回数の増加及び鳥の出現状況を踏ま

え、適切な巡回頻度や経路について検討することを評価書に記載し

ました。



その他の主な修正箇所 22

【第６章 6.7動物】 バードパトロール方式について追記

評価書の修正内容

評価書（修正後）評価書（修正前）



その他の主な修正箇所 23

温室効果ガス等

電力使用量の削減における「各施設の照明や冷暖房設備の省エネ

化の推進」について、引き続き実施する具体的な取り組みを評価書

に記載しました。

・太陽光発電の利用

・センサー等による照明器具の制御

・空調機、ポンプのインバーター化

・窓ガラスへの断熱塗装

・館内温度設定の見直し

・旅客搭乗橋を省電力型に更新

・クールビズ期間の設定励行

・冷暖房機器の省エネ温度設定及び制御

・誘導路灯にLED照明採用



その他の主な修正箇所 24

【第６章 6.13温室効果ガス等】 電力使用量の削減の取り組みについて追記

評価書の修正内容

評価書（修正後）評価書（修正前）


